








































体 (M)-1 と C16 アルキル部を有する四量体 (M)-2 を合成した．(M)-1 は水系溶媒中において
加熱により二重ラセンを形成し冷却によりランダムコイルに解離する「逆熱応答」を示した．










リセン四量体 (M)-1 を設計した．合成した (M)-1 はさまざまな溶液中でホモ二重ラセンを
形成した．まず，他のエチニルヘリセンオリゴマーと同様に非極性有機溶媒中で加熱によ
って解離し冷却によって会合する「順熱応答」を示すことを確認した．(M)-1 は TEG 部を
有するのでアセトンなどの極性の高い有機溶媒に可溶であり，やはり「順熱応答」を示し





























物 (M)-3 を得た．予備的な検討によって，これを擬鏡像異性体 (P)-4 と混合すると，ヘテ
ロ二重ラセンを形成し，高濃度でリオトロピック液晶を形成した．今回ヨード基を持たな
い化合物 (M)-2 を合成した．その結果，(P)-4 と混合するとヘテロ二重ラセンおよびリオト
ロピック液晶ゲルを形成した． 
末端部を C16アルキル基で修飾したエチニルヘリセン四量体 (M)-2 と擬鏡像異性体エチ
ニルヘリセン五量体 (P)-4 をトルエン中モル比 1:1 で混合すると，低濃度 1 mM ではヘテ








起こすことを示した．末端に TEG 部を有する (M)-1 は水系混合溶媒中において有機溶媒
中とは異なり，加熱により二重ラセンを形成し冷却によりランダムコイルに解離する「逆
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 二重ラセン構造の有機分子が生物体内で重要な役割を果たしている．従って，二重ラセ
ン構造分子を化学合成して構造と性質を調べる研究が求められ，なかでも分子間相互作用
を含む動的な性質に興味がもたれる．二重ラセン構造分子はねじれたキラルな円柱構造と
見ることができるので，広い表面積を有しており分子間相互作用が顕著になると考えられ
るが，系統的な研究が行われていなかった．化学的には円柱構造の上下面あるいは側面を
修飾することができ，その違いにも興味がもたれる．本論文は上下面に側鎖を有する新し
い二重ラセン構造分子を開発して動的な性質を調べ，逆熱応答現象および長距離の単一ド
メイン膜形成現象を見出して詳細を調べた内容である． 
 分子が溶液中で会合・解離を起こす場合，通常は加熱によって解離，冷却によって会合
する（順熱応答）．これは加熱によって分子運動が激しくなるためである．ところで，この
逆に加熱によって会合，冷却によって解離する現象も原理的には考えられるが（逆熱応答），
知られていなかった．今回，親水性部を上下面に有するホモ二重ラセン構造分子を合成し，
水系溶液中で逆熱応答を示すことを見出した．これは分子の新しい熱応答現象であり，水
分子の相互作用を含む機構が提案された．また，水を含む溶媒系を系統的に調べた結果，
逆熱応答が比較的広く見られる現象であることを示した． 
 異方性物質とは数ミリメーチルから数センチメートルにおよぶ範囲で分子が一方向に配
列したものであり，等方性のランダムに配置した物質と異なる性質・機能を発現する．生
体内および工業的にも重要な物質であり，繭糸あるいはケブラーなどの高強度ポリマーが
知られている．ここでは分子の自己組織化によってリオトロピック液晶状態にしておき，
射出して溶媒を取り除く方法によって生産されている．本研究では二重ラセン分子の分子
間相互作用による自己組織化を利用すると，単純に溶媒を蒸発することによって，センチ
メートルサイズの異方的な単一ドメイン膜を与えることを示した．まず長鎖アルキル側鎖
を上下面に有するヘテロ二重ラセン構造分子を合成し，溶液中でリオトロピック液晶ゲル
を与えることを示した．これはゲルのような固体の性質と偏光顕微鏡によって明視野を与
える液晶性を併せ持つ物質である．これから溶媒を常圧で蒸発して異方的な単一ドメイン
膜を得た．加えて異方性膜の構造と生成機構に関する興味深い知見も与えた．また，貧溶
媒中に射出すると繭糸のような異方性繊維を与えた． 
 以上の研究は，二重ラセン構造分子の性質と現象について分子レベルからバルクレベル
に至る広範囲で行われた独自性の高い内容であり，本論文は博士（薬科学）の学位論文と
して合格と認める． 
